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特
集
に
あ
たって

小
田
尚
也

　

イ
ン
ド
経
済
は
、
一
九
九
七
／
九
八
年
度
（
年

度
は
四
月
か
ら
翌
年
三
月
末
ま
で
）
か
ら

二
〇
〇
二
／
〇
三
年
度
ま
で
の
や
や
停
滞
気
味
の

段
階
を
抜
け
出
し
、
二
〇
〇
三
／
〇
四
年
度
以
降

は
目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
る
（
図
１
）。

二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
第
一
一
次
五

カ
年
計
画
（
二
〇
〇
七
／
〇
八
年
度
～
二
〇
一
一

／
一
二
年
度
）
で
は
年
九
％
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
を
目
標
と
し
、
初
年
度
は
そ
の
目
標
を
達
成
し

て
い
る
。
経
済
規
模
を
国
民
総
所
得
で
見
た
場
合
、

イ
ン
ド
は
名
目
値
で
世
界
第
一
〇
位
、
購
買
力
平

価
で
は
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
日
本
に
次
ぐ
世
界
第

四
位
で
あ
り
（
数
字
は
世
界
銀
行
『
世
界
開
発
報

告
二
〇
〇
八
』
よ
り
）、
そ
の
経
済
動
向
に
世
界

の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、
イ
ン

ド
経
済
を
取
り
上
げ
、
イ
ン
ド
が
今
後
も
成
長
を

持
続
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
条
件
を
概
観
す
る
。

●
イ
ン
ド
経
済
の
光
と
陰

　

イ
ン
ド
の
一
人
あ
た
り
所
得
の
推
移
を
見
た
も

の
が
図
２
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
、
イ
ン
ド
の
所

得
水
準
が
加
速
し
て
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。
独
立
か
ら
一
九
七
九
／
八
〇
年
度
あ
た

り
ま
で
は
、
年
平
均
一・
二
％
程
度
で
あ
っ
た
一

人
あ
た
り
所
得
の
伸
び
率
は
、
一
九
八
〇
／
八
一

年
度
か
ら
一
九
九
〇
／
九
一
年
度
ま
で
の
間
は
、

三・
〇
％
、
一
九
九
一
／
九
二
年
度
か
ら

二
〇
〇
二
／
〇
三
年
度
ま
で
は
四・
一
％
、
そ
し

て
二
〇
〇
三
／
〇
四
年
度
以
降
は
六
％
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
着
実
な
成
長
を
背
景
に
、
世

界
第
二
位
の
人
口
を
抱
え
る
イ
ン
ド
は
巨
大
な
消

費
者
市
場
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

海
外
の
投
資
家
に
と
っ
て
も
イ
ン
ド
は
魅
力
あ

る
国
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
米
国
の
調
査
会

社
が
二
〇
〇
七
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

今
後
、
三
年
間
で
投
資
し
た
い
国
と
し
て
、
イ
ン

ド
は
中
国
に
次
ぎ
第
二
位
で
あ
る
（
参
考
文
献

①
）。
日
本
で
も
イ
ン
ド
へ
の
熱
い
視
線
が
注
が

れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
度
の
国
際
協
力
銀
行
の

調
査
で
は
、
日
本
の
製
造
業
企
業
の
長
期
有
望
事

業
展
開
先
と
し
て
、
中
国
を
抜
い
て
一
位
と
な
る

な
ど
、イ
ン
ド
の
台
頭
が
目
立
つ
（
参
考
文
献
②
）。

　

好
調
を
持
続
す
る
イ
ン
ド
経
済
で
あ
る
が
、
同

時
に
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
経
済
成
長
が
注
目
さ
れ
る
一
方
で
、
世
界

最
大
の
貧
困
人
口
を
抱
え
て
い
る
。
成
長
の
恩
恵

が
一
部
の
人
の
み
で
享
受
さ
れ
、
多
く
の
人
々
は

そ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
格
差
が
拡

大
し
て
い
る
と
い
っ
た
批
判
も
あ
る
。
電
力
不
足

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん

で
い
な
い
。
特
に
国
民
の
三
分
の
二
が
住
む
農
村

部
で
の
イ
ン
フ
ラ
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
極
め
て
限
ら

れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
産
業
や
イ
ン
ド
式
数
学
な
ど
で

高
い
教
育
水
準
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
が
、
現

実
に
は
国
民
の
三
分
の
一
は
非
識
字
者
で
あ
る
。

経
済
発
展
に
よ
る
光
輝
く
孔
雀
の
羽
の
部
分
が
存

在
す
る
一
方
、
そ
れ
を
支
え
る
足
元
に
は
、
こ
の

よ
う
な
陰
の
部
分
が
存
在
し
て
い
る
。

●
成
長
を
制
約
す
る
要
因

　

果
た
し
て
今
後
も
イ
ン
ド
は
安
定
し
た
経
済
成

長
を
持
続
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず
成
長
持
続
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
が
未

整
備
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
都
市
部
、
農

村
部
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
の
欠
如
が
成
長
を
妨
げ

る
最
大
要
因
の
一
つ
と
政
府
報
告
書
を
は
じ
め
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
産

業
へ
の
影
響
に
限
っ
た
も
の
で
な
く
、
農
業
部
門

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
米
、
小
麦
の
収
穫

増
や
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
農
産
品
の
収
穫
に

は
、
灌
漑
整
備
等
へ
の
公
共
投
資
を
欠
か
す
こ
と

イ
ン
ド
経
済
─
成
長
の
条
件

特 集特 集

図１　実質GDP成長率の推移
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は
で
き
な
い
。
ま
た
農
業
部
門
の
発
展
は
、
単
な

る
成
長
へ
の
貢
献
の
み
な
ら
ず
、
貧
困
削
減
の
観

点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
人
口
増
に
伴
う
労
働
力

が
製
造
業
部
門
で
吸
収
さ
れ
な
い
現
状
（「
雇
用

な
き
成
長
」）
を
考
え
る
と
、
農
業
部
門
が
果
た

す
役
割
は
大
き
く
、
同
部
門
の
発
展
を
支
え
る
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
は
必
須
か
つ
喫
緊
の
問
題
で
あ
る
。

　

物
理
的
な
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
な
状
況
に
加
え
、

教
育
や
保
健
と
い
っ
た
人
的
資
本
の
不
足
も
イ
ン

ド
の
経
済
成
長
の
制
約
と
な
っ
て
い
る
。
人
的
資

本
形
成
は
、
物
的
資
本
よ
り
も
懐
妊
期
間
が
長
い

た
め
、
政
府
と
し
て
は
、
継
続
し
た
、
か
つ
正
し

い
政
策
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。
海
外
か
ら
途
上

国
へ
の
民
間
投
資
は
、
最
近
で
は
、
生
産
技
術
の

高
度
化
に
伴
い
、
安
い
労
働
力
に
加
え
、
あ
る
程

度
の
教
育
水
準
を
提
供
で
き
る
国
へ
と
向
か
う
傾

向
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、

経
済
成
長
に
お
け
る
人
的
資
本
形
成
の
重
要
性
が

存
在
す
る
。

　

人
的
資
本
形
成
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
は
州

ご
と
に
大
き
く
異
な
り
、
生
産
水
準
や
所
得
、
そ

し
て
貧
困
比
率
に
お
い
て
、
大
き
な
格
差
を
生
み

出
し
て
い
る
。
特
に
近
年
の
経
済
成
長
下
に
お
い

て
、
格
差
は
拡
大
の
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

格
差
は
社
会
的
、
そ
し
て
政
治
的
な
不
安
定
要
素

と
な
り
、
経
済
成
長
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
イ
ン

ド
経
済
全
体
の
成
長
を
阻
害
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
格
差
是
正
の
た
め
に
も
、
社
会
支
出
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
対
し
て
、
中
央
か
ら
州
へ
の
財
政

支
援
の
強
化
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
経
済
成
長
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
人
的
資
本
形
成
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
る
も
、

問
題
は
、
中
央
・
州
政
府
の
財
政
赤
字
で
あ
る
。

中
央
・
州
政
府
の
財
政
赤
字
比
率
は
、
近
年
、
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準

に
あ
り
、
二
〇
〇
六
／
〇
七
年
度
値
で
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
六
％
台
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ゆ
え
に
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
教
育
・
保
健
等
の
人
的
資
本
形
成
に

十
分
な
予
算
が
配
分
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
今
後
は
歳
入
の
強
化
と
農
業
補
助
金
を
中

心
と
し
た
経
常
支
出
の
削
減
に
よ
り
、
予
算
の
確

保
が
必
要
と
さ
れ
る
。

●
改
革
継
続
の
重
要
性

　

成
長
へ
の
次
な
る
条
件
と
し
て
は
、
経
済
自
由

化
の
改
革
路
線
の
継
続
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
九
九
一
年
以
降
、
経
済
自
由
化
が
本
格
化
し
、

イ
ン
ド
に
競
争
原
理
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

生
産
性
が
大
き
く
向
上
し
た
。
自
由
化
前
と
比
べ

る
と
、
企
業
間
の
競
争
は
活
発
化
し
、
公
正
な
競

争
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
今
後
の
イ
ン
ド
経
済

の
成
長
に
と
っ
て
好
ま
し
い
。
し
か
し
、
依
然
、

市
場
に
は
様
々
な
規
制
が
存
在
し
、
企
業
の
自
由

な
活
動
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
労
働

に
関
す
る
規
制
や
外
資
導
入
規
制
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
中
国
と
比
較
し
て
、
イ
ン
ド
が
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
対
外
自
由
化
の
恩
恵
を
十
分
に
享
受
で
き

て
い
な
い
一
因
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
制
や
制
約

が
国
内
資
源
の
効
率
的
な
配
分
を
妨
げ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
成
長
の
持
続
に
は
、
製
造
業
を
中

心
に
残
る
規
制
の
緩
和
、
労
働
市
場
、
退
出
政
策

な
ど
の
整
備
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
企
業
活
動
に
と
っ
て
重
要
と

な
る
の
が
、
民
間
の
貯
蓄
と
企
業
の
資
金
需
要
を

つ
な
ぐ
金
融
市
場
の
発
展
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
イ

ン
ド
の
金
融
市
場
は
、
経
済
成
長
と
と
も
に
、
着

実
に
発
展
し
て
き
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
増
え

続
け
る
海
外
か
ら
の
資
金
流
入
に
よ
っ
て
、
イ
ン

ド
の
国
内
金
融
市
場
も
国
際
金
融
市
場
の
影
響
を

受
け
つ
つ
あ
り
、
今
後
の
金
融
市
場
の
安
定
性
に

は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
て
、
本
特
集
で
取
り
上
げ
る
内
容
は
決
し
て

包
括
的
な
も
の
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
と
い
う
多
様

性
に
富
ん
だ
国
を
扱
う
上
で
は
、
む
し
ろ
不
十
分

な
も
の
で
あ
ろ
う
。
経
済
学
的
視
点
か
ら
分
析
を

行
う
こ
と
で
、政
治
的
、社
会
的
分
析
の
視
点
が
欠

け
て
い
る
こ
と
は
事
前
に
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
。

（
お
だ　

ひ
さ
や
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　［
付
記
］
本
特
集
は
、「
イ
ン
ド
経
済―

成
長
の

条
件
」
研
究
会
（
主
査　

小
田
尚
也
）
の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

《
参
考
文
献
》

①�A
T Kearney

社
のThe 2007 Foreign Di-

rect Investm
ent Confidence Index

よ
り
。

②
国
際
協
力
銀
行
開
発
金
融
研
究
所
『
わ
が
国
の

製
造
業
企
業
の
海
外
事
業
展
開
に
関
す
る
調
査

報
告―

二
〇
〇
七
年
度
海
外
直
接
投
資
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
（
第
一
九
回
）』（
二
〇
〇
七
年
）。

図２　１人あたり所得の推移（実質値）

（出所）www.indiastat.comより。
（注）�実線は１人あたり所得の推移を示し、破線

はそれぞれの期間のトレンドを示す。
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